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循環型社会への取り組み

当社は循環型社会への取り組みのために、廃棄物分科会および530（ごみゼロ）プロジェクト

を設置し、廃棄物の削減、再使用、再資源化に取り組んでいます。

ゼロエミッションを横浜事業所で2002年度末までに、全社で2005年度末までに達成

循環型社会への取り組みの目標

2002年度末に横浜事業所で

ゼロエミッション※を達成し、

2003年度からは全社での取

り組みも始まり、2003年度末

での全社の再資源化率も

97.6％にすることができました。

2005年度までに全社でのゼ

ロエミッション達成を目標とし

て、廃棄物の埋立処分量の

削減を行っています。
※当社はゼロエミッションの定義を
「再資源化率99%以上」としています。

循環型社会への取り組みの実績

530プロジェクトの活動事例

横浜事業所に続き厚木工

場でも、事業所内の各部

署から排出される資源物

を回収し保管するリサイク

ルセンターを設置しました。

●リサイクルセンター

工場の生産過程で排出さ

れるウレタン端材を、粉砕

チップに加工します。この

チップウレタンは、家具、

寝具、カーペットなどのクッ

ション材や緩衝材などに再

生されています。

●チップウレタンのリサイクル

廃棄物に貼付されたバー

コードを読み込み、種類と

量を排出部署ごとに自動

的に集計します。データは

各部署の排出量の管理と

減量化、そしてコスト意識

の向上に役立っています。

●計量管理システム

研究開発など機密の保持

を必要とする書類は、出張

シュレッダー業者と契約し、

排出者立ち会いのもと断

裁し、製紙業者へ送ります。

●エコシュレッダー
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省エネルギー、CO2排出量の削減

●省エネルギー

当社は、地球環境問題が表面化する以前から省エネルギー活動に取り組んでいます。横浜事

業所（本社、ばね横浜工場、シート横浜工場）では1991年に首都高速道路建設事業に伴い旧本

社および横浜工場の全面移転を行いましたが、この移転を契機に移転先における施設および

設備で省エネルギー対策を強化し実施しました。

また、1993年には省エネルギー分科会を設置し、国内関連会社とも連携して活動目標をかか

げ、CO2排出量削減などの地球温暖化防止に取り組んでいます。

1990年度を基準として売上高エネルギー原単位の年率1％削減

省エネルギー活動の目標

2 0 0 3年度原単位目標値87.0

（1990年度の原単位指数を100

とした場合の削減目標値）に

対して、原単位指数79.9と目標

値をクリアしています。今後も

一層の削減をめざして努力し

ていきます。

省エネルギー活動の実績

●CO2排出量削減

1990年度を基準として売上高CO2排出量原単位を2010年度までに7％削減

CO2排出量削減活動の目標

2003年度原単位目標値95.5

（1990年度の原単位指数を100

とした場合の削減目標値）に

対して、原単位指数83.8と目標

値をクリアしています。今後も

一層の削減をめざして努力し

ていきます。

CO2排出量削減活動の実績
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Environmental Conscious Production

生産活動においては、さまざまなエネルギーの利用や産業廃棄物などの環境負荷が生じます。私たちは一つひとつの問題に
対して、環境への配慮に基づいた活動を行っています。
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社会貢献活動Social Contribution

社会貢献活動

それぞれの事業所や工場では、周辺の美化活動や地域行事への参加など、地域の方々に愛

される企業となるよう努めています。地域から世界へと共生の輪を広げ、従業員全員で社会

貢献活動を積極的に推進しています。

社会貢献活動の方針・体制づくり

事業所周辺の美化活動

地域ボランティア活動などへの参加

その他の活動

●2004年度はこれまでの社会貢献活動を継承し、活動

の方向性を「地域社会に根ざした継続的な活動」「人

的（工数的）貢献に重点をおく」としています。

●国内に点在する事業所や工場で、周辺や地域の清掃

活動、緑地の整備などの美化活動を実施しています。

●新入社員は入社時研修の一環として、横浜事業所周

辺のごみ拾いとボランティア体験学習を行っていま

す。企業人である前に社会人として必要な考え方を

学んでいます。

●琵琶湖環境美化活動への参加（滋賀工場、野洲工場）

●金山城址（群馬県太田市）の清掃活動への参加（群馬

工場）

●「天竜川水系環境ピクニック」への参加（伊那工場、

DDS駒ヶ根工場、産機駒ヶ根工場）

●障害者と健常者の交流の場として開催された「愛川町

ふれあい広場」への参加（厚木工場）

●「相模川クリーンキャンペーン」への参加（厚木工場、伊

勢原工場）

●「矢
や

作
はぎ

川筏
いかだ

下り大会」への参加と沿岸のごみ拾い（豊田

工場）

●学生や生徒、児童の工場見学を積極的に受け入れ、

社会勉強に役立ててもらっています。

●インターンシップを積極的に受け入れ、学生などの就業

体験に一役買っています。

●各工場で行う納涼祭には、地域の皆さんを招いて、従

業員とともに夏の一夜を楽しく過ごします。

●遊休機器を地域の団体や施設に寄贈しました。

昼休みを利用して事業所周辺歩道を
定期的に清掃（横浜事業所）

新入社員研修ではアイマスクなどを使って
ボランティア体験を学習（本社）

「相模川クリーンキャンペーン」には多くの従業
員とその家族が参加（厚木工場、伊勢原工場）

3工場合同で参加した
「天竜川水系環境ピクニック」
（伊那工場、DDS駒ヶ根工場、

産機駒ヶ根工場）

納涼祭に地域の皆さんを招く
「ニッパツ夏まつり」はすっかり定着（厚木工場）

遊休品となった拡大鏡を地域の団体や
施設に寄贈（DDS駒ヶ根工場）

自動車用懸架ばねやシートができるまでの
製造工程を見学

（ばね横浜工場、シート横浜工場）

地域ぐるみで行われる環境イベントの「びわこクリーンキャンペーン」に参加（滋賀工場）

地域に愛される企業をめざし、地域社会に根ざした継続的な活動を推進するため、さまざまなボランティア活動に全社をあげて
参加しています。
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環境負荷物質の管理と削減

●PRTRの調査

2003年度環境負荷物質の排出量・移動量の調査結果

当社は、1997年度から日本経済団体連合会のPRTR自主調査の取り組みに参加し、環境負荷

物質の排出量、移動量の把握に努めています。

2003年6月にはPRTR法によるデータ報告を各事業所ごとに実施しました。さらに、当社は独自の

PRTR調査の方法を取り入れ、全部門で使用されている化学物質の年間取扱量を調査していま

す。物質ごとの総量で年間取扱量1トン以上のものは下表の通りです。

●ジクロロメタンの削減

2010年度のジクロロメタン大気排出量を2002年度の95％削減

当社の加盟する業界団体である（社）日本自動車部品工業会の「第2次環境自主行動計画」

に従い、ジクロロメタンの使用量削減に取り組んでいます。

ジクロロメタン使用量削減の目標

2002年6月に上記「第2次環境自主行動計画」

が策定され、削減目標値が設定されました。

この目標に照らすと当社の使用量は大幅に超

過していましたが、2003年度に洗浄剤および

接着剤の代替品への転換に成功し、削減目

標を達成することができました。今後も更なる

削減に向けて努力していきます。

ジクロロメタン使用量削減の実績

Environmental Conscious Production

※179：ダイオキシン類の単位は［mg-TEQ／年］ 単位：トン／年
●集計方法はPRTR法による（年間取扱量が全社合計で1トン以上のものを記載）
●“－”はゼロ
●合計にダイオキシン類は含まず
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亜鉛の水溶性化合物

エチルベンゼン

ε-カプロラクタム

キシレン

ジクロロペンタフルオロプロパン（HCFC225）

ジクロロメタン

ダイオキシン類※

銅水溶性塩

トルエン

ニッケル化合物

フタル酸ビス（2-エチルヘキシル）

マンガン及びその化合物

メチル-1,3-フェニレン＝ジイソシアネート（TDI）

第一種

第一種

第一種

第一種

第一種

第一種

特定第一種

第一種

第一種

特定第一種

第一種

第一種

第一種

PRTR法
政令No.

指定化学物質
の種類

取扱量
大気 水質 土壌 下水道産廃（委託）

排出量 移動量

自工場で埋め立て

安定型 管理型 遮断型

物質名

合計 1,734.4 206.0 0.0 ー ー ー ー ー 11.2
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